
2025 年 11 月 17 日

児童発達支援 10 時 00 分から 16 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 いろ縁ぴつにじいろ 　児童発達支援 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
・小さな要望にも耳を傾け、心を込めて支援します。
・どんな時も明るい笑顔と挨拶を欠かしません。
・安心安全な環境作りに努めます。

支援方針

・社会的自立のための力の育成を目指します。
・児童の気持ちに寄り添いながら、子どもが楽しみながら活動に参加し、安心して人との関わりをもって生活していける支援を目指します。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

運動：公園遊びや散歩を通し、健康的な生活を送る。
調理：調理レクを行ったり、季節の食べ物を提供することで、食域を広げる。
身辺自立：食事やトイレ、衣服の着脱などを一人でできるようにする。
衛生：身の回りを整える活動にも意識を向け、気持ちよく過ごす習慣作りに繋げていく。

姿勢：姿勢を保持するための基礎的な身体作りをする。
動作：遊具で遊んだり、手遊び歌やダンスなどを通して身体の動かし方を学び、バランス感覚や柔軟性を育てる。
五感：音楽活動や季節の歌を歌ったり聞くこと、本の読み聞かせなどを行い、五感の発達を目指す。

日々の活動を通して、興味・関心の広がりを促しながら、物事の捉え方や考え方の柔軟性を育てる。
人や自然への関心を大切にし、場面の切り替えや人との関わりの理解に繋げていく。

絵本や言葉遊び、カルタや絵カードなどを通して楽しみながら言語の獲得を促す。
お友達との関わりの中で自己表出・他者受容を育て、コミュニケーションに必要な力を身につける。

集団活動：他者との適切な関わり方を学び、一人遊びから二人遊びと、段階的に集団活動ができるようにする。
外出：公園や公共施設への外出を通し、社会のルールを学ぶ機会をつくる。

主な行事等

・季節に応じたイベント（夏祭り、ハロウィン、クリスマス等）。
・公共機関を利用した外出レク。

家族支援

・送迎時に施設での児童の様子などの情報共有を行う。
・保護者会の開催。
・家族も一緒に参加できる行事の開催。

移行支援

・児童に関する情報を関係機関と日々共有し、連携を図りながら支援をし
ていく。
・児童の発達段階と本人の意思を考慮し、進路の選択を支援していく。

地域支援・地域連携

・買い物レクや外出レクなどをおこない、地域の人々の理解や連携を深めていく。
・季節のイベントやクリーン活動を通して近隣住民の理解を深めていく。
・地域の行事への参加。

職員の質の向上

・社内研修と外部研修を定期的に実施し、自己研鑽に励む。
・日々のフィードバックをおこない、共有に努め、支援の質の向上を目指
す。


